
　

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
世
界
で
活
躍
す
る
ペ
ド
ロ
山
下
さ
ん
（
本
名
・
山
下

秀
男
さ
ん
）
の
作
品
を
紹
介
す
る
「
ペ
ド
ロ
山
下
展
」
が

10
月
23
日
㈮
か
ら
11
月
3
日
㈷
ま
で
八
女
伝
統
工
芸
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ペ
ド
ロ
山
下
さ
ん
は
八
女
市
出
身

で
、
こ
れ
ま
で
広
告
や
出
版
、
Ｔ
Ｖ
―
Ｃ
Ｆ
な
ど
世
界
を

舞
台
に
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
で
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
代
表

作
の
一つ
に
八
女
市
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
や
手
す
き
和
紙

ポ
ス
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
会
場
に
は
、
八

女
福
島
の
燈
籠
人
形
や
筑
紫
君
磐
井
な
ど
、
地
元
八
女

の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
題
材
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
多

数
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
24
日
㈯
に
は
「
デ
ザ
イ

ン
に
で
き
る
こ
と
」
と
題

し
た
講
演
会
が
あ
り
、
会

場
に
詰
め
か
け
た
多
く

の
フ
ァ
ン
に
「
地
域
の
魅

力
発
信
に
デ
ザ
イ
ン
を
効

果
的
に
活
用
し
て
い
く
べ

き
。
特
に
若
い
世
代
に
デ

ザ
イ
ン
の
世
界
を
知
っ
て

欲
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

土
橋
八
幡
宮
の
神
霊
が
稲
富
の
御

旅
所
に
渡
御
す
る
「
土
橋
八
幡
宮
神

幸
行
事
」
が
10
月
17
日
㈯
に
、
御
旅

所
に
二
泊
し
た
後
再
び
同
八
幡
宮
に

戻
る
「
還
幸
行
事
」
が
19
日
㈪
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
祭
り
で
は
、
赤
い
赭
を

か
ぶ
っ
た
子
ど
も
た
ち
や
獅
子
舞
が
に

ぎ
や
か
に
町
並
み
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。
獅
子
に
か
ま
れ
る
と
そ
の
年
は
無
病
息
災
で
過

ご
せ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
沿
道
に
は
赤
ち
ゃ
ん
連

れ
な
ど
多
く
の
見
物
人
が
健
康
を
祈
願
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
祭
り
は
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
同
八
幡
宮
が
１
６
０
１
年
に
福
島
城

築
城
の
際
に
福
島
村
と
稲
富
村
の
境
か
ら
現
在
地
に

移
転
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
競
技
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
市
内
の
小
中
学

生
が
10
月
22
日
㈭
、
市
役
所
を
訪
れ
て
三
田
村
市
長

に
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。
出
席
し
た
の
は
、
第
46

回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
４
０
０ｍ

リ
レ
ー
に
出
場
す
る
服
部
光
さ
ん
（
南
中
１
年
・
八

女
陸
上
ク
ラ
ブ
所
属
）。
２
０
１
５
年
少
林
寺
拳
法

全
国
大
会
中
学
生
の
部
に
出
場
す
る
髙
山
桂
太
朗
君

（
輝
翔
館
中
３
年
・
菊
池
道
院
拳
友
会
所
属
）、
第
９

回
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日
本
ジ
ュニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
に

出
場
す
る
近
澤
諒
武
君
（
八
幡
小
２
年
）、
松
尾
直
君

（
筑
南
小
３
年
）、
水
本
龍
人
君
（
長
峰
小
３
年
）、
近

澤
奏
斗
君
（
八
幡
小
４
年
※
４
人
と
も
圏
彗
会
所
属
）

の
６
人
。
三
田
村
市
長
は
、
一
人
一
人
と
握
手
を
交
わ

し
「
全
力
を
あ
げ
悔
い
の
残
ら
な
い
競
技
を
披
露
し

て
欲
し
い
」
と
選
手
を
激
励
し
ま
し
た
。
空
手
の
近
澤

奏
斗
君
は
、「
練
習
の
成
果
を
生
か
し
一
戦
一
戦
頑
張

り
た
い
」
と
大
会
に
向
け
て
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

鮮やかな色彩の作品を展示
ペドロ山下デザイン展

にぎやかに土橋八幡宮神幸行事市
内
の
小
中
学
生
が

全
国
大
会
に
出
場
　

八女和紙に印刷されたポスターなどが展示されました

講演するペドロさん

前列左から、近澤奏斗君、近澤諒武君、水本君、松尾君
後列左から、服部さん、髙山さん

赤い赭をかぶった子どもたち

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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10:30 ～ 11:10 まりこふんコンサート
11:20 ～ 12:00 ミュージカル劇団さくら座公演

12:00 ～ 12:20 藤岡弘、俳優・武道家
「真剣斬り演武」

12:20 ～ 13:00 歴史トークショー
（市長 / 藤岡弘、氏）

13:10 ～ 14:00 グッドカミングコンサート

コンサート＆トークショー　★会場：中庭

2　2015.11.15　広報やめ

八女市岩戸山歴史文化交流館

「いわいの郷」
開館記念オープニングイベント

11/29㈰
10時～16時

入 場
無 料

10:30 ～ 11:00 受付

11:00 ～ 12:00 小学生参加イベント「決戦岩戸山磐井合戦」
※2組に分かれて戦い合う簡単な合戦ゲームです

※参加資格：小学生（事前エントリーが必要です）
◦エントリー先＝岩戸山歴史文化交流館（☎ 24・3200）

飲食やお土産販売等八女市内の店舗が多数出店

10:00 ～ 10:45
①勾玉作り　②石庖丁作り　
③火起こし体験　④弓矢体験　
⑤プラ板キーホルダー作り

11:00 ～ 11:45
13:30 ～ 14:15
15:00 ～ 16:00
※各体験は当日現地にて受付が必要です。

参加体験型イベント　★会場：別区

物産展　★会場：駐車場 10:00 ～ 15:00

体験教室　★会場：実習室・中庭 八女市岩戸山
歴史文化交流館
いわいの郷

臨時駐車場
福島高校
150台

臨時駐車場
JA八女北

50台

臨時駐車場
清水町駐車場

100台

吉田

清水町

福島中前

八女市役所

◦ビーフ亭

国道３号線

国道442号線

県道96号線

ローソン◦

駐車場から会場まではシャトルバスを随時運行しています。
駐車場は下記をご利用ください。

九
州
自
動
車
道

八女市岩戸山歴史文化交流館

八女市吉田 1562-1

ミュージカル劇団さくら座

※月曜休館

まりこふん グッドカミング

藤岡弘、さんと
三田村市長が
歴史トーク

0943・24・3200

いわいの郷会場・問
い合わせ



日
米
友
好
の
木
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
植
樹
式
が
10
月
22
日
㈭
、
八
女
市
ホ
タ
ル

と
石
橋
の
里
公
園
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
か
ら
約
１
０
０
年
前
、
日

本
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
３
千
本
の
桜
の
苗
木
を
贈
っ
た
こ
と
を
記
念
し
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
苗
木
３
千
本
が
日
本
へ
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ア

メ
リ
カ
上
院
議
員
だ
っ
た
故
ダ
ニ
エ
ル
・
ケ
ン
・
イ
ノ
ウ
エ
氏
の
祖
先
が
上

陽
町
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
八
女
市
に
は
30
本
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
雲
一
つ
な
い
秋
晴
れ
の
中
、
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
植
樹
記
念
式
典
に
は
、
市

関
係
者
と
故
ダ
ニ
エ
ル
・
ケ
ン
・
イ

ノ
ウ
エ
氏
の
関
係
者
、
在
福
岡
米
国

領
事
館
関
係
者
、
福
岡
県
関
係
者
、

地
元
つ
く
し
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち

40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
三
田
村
市

長
は
「
日
系
米
国
人
と
し
て
数
々
の

功
績
を
残
し
、
日
米
の
友
好
親
善
に

尽
力
さ
れ
た
ダ
ニ
エ
ル
・
ケ
ン
・
イ

ノ
ウ
エ
氏
の
故
郷
・
八
女
に
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
を
植
樹
で
き
る
こ
と
は
誇
り
。

今
後
日
米
友
好
の
象
徴
と
し
て
末
永

く
愛
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
在
福
岡
米
国
領
事
館

の
ユ
ー
リ
ー
・
フ
ェ
ッ
ジ
キ
フ
首
席

領
事
は
「
１
０
０
年
の
間
に
悲
惨
な

歴
史
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
乗

り
越
え
て
二
国
間
の
絆
は
よ
り
崇
高

な
結
び
つ
き
と
な
り
ま
し
た
。
日
米

友
好
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
は
毎
年
美
し
い

花
を
咲
か
せ
、
こ
の
地
を
多
く
の
人

た
ち
が
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
園

児
も
一
緒
に
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
園
児
た
ち
が
歌
を
歌
い
、
式

典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
友
好
と
平

和
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

が
、
八
女
の
地
で
大
き
く
育
ち
花
を

咲
か
せ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

日
米
友
好
の
木

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
植
樹

ホタルと石
橋の里公園
（上陽町）

ダニエル・ケン・
イノウエ氏

　

１
９
２
４
年
９
月
７
日
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
生
ま

れ
。
祖
父
母
・
父
は
八
女
郡
横
山
村
（
上
陽
町
）
出

身
。
日
系
２
世
。
ハ
ワ
イ
大
学
在
学
中
に
太
平
洋

戦
争
勃
発
。
日
系
人
部
隊
「
第
４
４
２
連
隊
戦
闘

団
」
に
配
属
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
戦
線
で
右
腕
を
失
う

が
そ
の
働
き
に
よ
り
数
々
の
勲
章
を
受
章
し
、
英
雄

と
讃
え
ら
れ
る
。
１
９
６
２
年
ハ
ワ
イ
州
か
ら
連
邦

上
院
議
員
に
初
当
選
。
以
後
連
続
９
回
当
選
。
上

院
議
員
最
古
参
で
上
院
議
長
代
行
の
地
位
に
あ
っ

た
。
１
９
９
９
年
「
勲
一
等
旭
日
大
綬
章
」
受
章
。

２
０
０
０
年
大
統
領
か
ら
軍
人
に
贈
ら
れ
る
最
高
位

の
名
誉
勲
章
を
受
章
。
日
米
友
好
の
架
け
橋
と
な
っ

た
氏
に
、
２
０
１
１
年
春
の
叙
勲
で
は
外
国
人
が
受

章
す
る
最
高
位
の
勲
章
「
桐
花
大
綬
章
」
が
日
本

政
府
か
ら
贈
ら
れ
る
。
平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪

雨
災
害
に
対
し
、
お
悔
や
み
声
明
を
出
し
て
い
る
。

祖
父
か
ら
教
わ
っ
た
「
義
務
」
と
「
名
誉
」
を
生
涯

貫
き
、
２
０
１
２
年
12
月
17
日
死
去
。
88
歳

日米友好の木ハナミズキ・イニシアチブ
は官民共同のパートナーシップによって
実施されているもので、約 100 年前に日
本からワシントン D.C. に 3 千本の桜の
木が贈られたことに対するお礼として、
合計 3 千本の北米産のハナミズキの苗
木が日本各地に植樹されている。アメリ
カに贈られた桜は大切に育てられ、ワシ
ントン D.C. のボトマック川沿いでは毎
年、全米桜祭りが開催されている。

1924 ー 2012

日
米
友
好
の
木
　

　
桜
と
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

園児と一緒にハナミズキを植樹するユーリー・
フェッジキフ首席領事と市長

（上）在福岡米国領事と園児が水をかけました
（下）子どもたちとハイタッチでふれあい

1959 年上陽町役場前で、小川秀木町長はじめ町の
幹部と（前列中央がダニエル・ケン・イノウエ氏）

広報やめ　2015.11.153



4　2015.11.15　広報やめ

 ＣＯＰＤとは「慢性閉塞性肺疾患」のことで、肺気腫
や慢性気管支炎を併せた呼吸器疾患の総称です。

空気の通り道である気道に炎症が起こり、徐々に呼吸機
能が低下し、息苦しさ、特に息を吐き出しにくいという症
状が現れます。引き起こす原因は、喫煙や受動喫煙、大気
汚染物質や職業上の粉塵・化学物質の吸入、感染によっ
て起こります。

その中でも原因の 90％以上は「タバコ」です。
長期にわたる喫煙者の７人に１人

がＣＯＰDになると言われています。
世界の死亡原因の第４位であり、現
在日本においても患者数は 530 万人
以上いると考えられています。

同じ量のタバコを吸っていたとしても、ＣＯＰＤの人はそ
うでない人と比べ、約10 倍肺がんになりやすいと言われ
ており、風邪やインフルエンザにかかると急激に症状が悪
化し、死に至ることもある怖い病気です。

ＣＯＰＤ自体は肺の病気ですが、肺だけではなく全身に
様々な病気を引き起こす可能性があります。タバコによっ
て生じた肺の炎症が肺だけではなく血液を通じて全身に運
ばれることにより、脳血管疾患や狭心症、糖尿病などを引
き起こすこともあります。また、軽い運動でも呼吸困難に
なるなど日常生活に影響が出て、骨粗鬆症やうつ病などを
発症させることもあります。このように、身体疾患から精
神疾患まで広範囲に及んできます。

◦年齢４０歳以上で喫煙歴は２０年以上である

◦階段や坂道などで息切れをする
◦風邪をひいていないのに痰がからむことがある
◦天気によって咳がひどくなることがある
これらの項目に該当する人は、肺年齢を確認してみましょう。
ＣＯＰＤにより肺胞が破れたり、気管支に炎症が起こる

と肺機能の低下が起こり、上記のような症状が出てきます。
一度壊れてしまった肺を元の状態に戻すことはできません。

しかし、生活習慣改善をすることで健康状態の悪化を防
ぐことができます。

◦予防のためにタバコを吸う習慣のある人は、まず禁煙で
す！タバコを吸い続ければどんどん病気は進行していきます
が、禁煙することでそれ以上の呼吸機能の低下を防ぎます。
◦無理のない運動を生活に取り入れましょう。心肺機能を
高め、下半身の筋肉を鍛えるためにはウオーキングがお勧
めです。１日15 ～ 30分のウオーキングは、呼吸の訓練に
もなり、呼吸筋の強化にもなります。

自分は大丈夫と思っている人も
まずは自分の肺年齢を知りましょ
う。市で行っている健康相談では
肺チェッカーを用いて、肺年齢や
肺機能を知ることができます。12
月の健康相談の日程は、健康だよ
りに掲載している日程です。

チェック項目に該当した人は、ぜひ
一度自分の肺機能を見てみましょ
う。

12月の健康だより
健康推進課（☎ 23・1352）

♥

働
き
盛
り
の
皆
さ
ん
、「
特
定
健
診
」

は
受
診
さ
れ
ま
し
た
か
？
健
診
の
結
果

は
い
か
が
で
し
た
か
？

糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣

病
は
、
偏
っ
た
食
生
活
や
運
動
不
足
、

ス
ト
レ
ス･･･

な
ど
の
生
活
習
慣
が
原

因
と
な
っ
て
発
症
し
ま
す
。

特
に
最
近
は
、
糖
尿
病
ま
た
は
そ
の

予
備
群
の
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
定

健
診
の
結
果
、
血
糖
値
が
「
高
め
」
と

指
摘
さ
れ
た
人
、
ま
た
は
す
で
に
糖
尿

病
治
療
中
の
人
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者
＝
20
～
74
歳
の
人
で
、
糖
尿

病
治
療
中
、
糖
尿
病
予
備
群
、
血
糖
値

が
高
め
と
判
定
さ
れ
た
人

◦
日
時
＝
12
月
3
日
㈭
10
時
～
13
時

（
受
付
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
９
時
30
分
～
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円
（
調
理
材
料
代
）

◦
持
っ
て
く
る
も
の
＝
今
年
受
け
た
特

定
健
診
結
果
、
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
手
ふ
き
用
タ
オ
ル

◦
内
容
＝
血
圧
測
定
な
ど
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、健
診
結
果
の
見
方
、血
糖
に
つ
い
て
、

食
事
に
つ
い
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
食

試
食
、
肺
年
齢
測
定
、
個
別
相
談
（
希

望
者
）

◦
申
込
期
間
＝
11
月
16
日
㈪
～
26
日
㈭

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

保
健
指
導
係
（
☎
２
３・１
３
５
２
）

※
申
し
込
み
さ
れ
た
人
に
は
、
後
日
詳

し
い
内
容
の
お
手
紙
を
差
し
上
げ
ま
す
。

このような症状がある人は、COPD予備軍の可能性が
あります。チェックしてみましょう。

ＣＯＰＤ(慢性閉塞性肺疾患)の予防について ～生活習慣改善で悪化を防ごう～

生活習慣病
予防教室

生活改善でCOPDを予防しましょう！

～すこやかな食べ方教室～

今回は肺の生活習慣病と言われる COPDについてのお話です。

健 康 コ ラ ム
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　保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・
体脂肪測定をします。健康に関するいろ
いろな相談に応じます。健康手帳をお持
ちの人はご持参ください。
※電話相談も行っています。
◦日時＝12月1日㈫ 14時～ 15時 ／ 立花
総合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝12月２日㈬ 14時～ 15時 ／ 上陽
公民館和室
◦日時＝12月7日㈪ 9時30分～ 11時 ／ 
八女市保健センター
◦日時＝12月11日㈮ 14時～ 15時 ／ 星野
総合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝12月17日㈭ 14時～ 15時 ／ 矢
部基幹集落センター
◦日時＝12月22日㈫ 10時30分～ 11時30
分 ／ 黒木支所第３会議室

旧八女市・立花町の皆さん
♥受付時間　13時15分～ 14時30分
♥会場　やめっこ未来館
◦日にち・対象＝ 
12月8日㈫＝10か月児（平成27年2月生）
12月16日㈬＝4か月児（平成27年8月生）
12月22日㈬＝1歳6か月児（平成26年6月生）
12月24日㈭＝3歳児（平成24年12月生）
旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村の皆
さん
♥受付時間　13時30分～ 14時30分
♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」
◦日にち＝12月15日㈫　
◦対象＝4か月児（平成27年7月～ 8月生）

／ 10か月児（平成27年1月～ 2月生）
※対象者には個別に通知します。
※事前に連絡いただくとどちらの会場で
も健診を受けることができます。

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）のお話と
調理。参加する人は事前に健康推進課保
健指導係までお申し込みください。託児
あり（要申込）。
♥日時　12月17日㈭ 10時～ 13時 ※受付
9時30分～　♥会場　おりなす八女研修
棟　♥持参品　エプロン、三角布、手ふ
きタオル、筆記用具　♥材料費　300円
♥定員　先着15人

　子育てのことで、少しでも心配なこと
があったらお気軽にご相談ください。身
長・体重測定もできます。母子健康手帳
をお持ちください。
※相談日以外でも、窓口や電話で子育て
相談を行っています。（身長、・体重測定
はできません）
※各地域の主任児童委員も家庭の相談

に応じています。福祉課福祉総務係
（☎24・8030）
◦日時＝12月2日㈬ 9時30分～ 11時 ／ 
やめっこ未来館
◦日時＝12月17日㈭14時～ 15時 ／ 矢部
基幹集落センター
◦日時＝12月18日㈮ 10時～ 11時30分 ／ 
黒木地域交流センター「ふじの里」

　心理士による個別相談です。対象者は
年齢を問わず、成長発達面に不安のある
人です。心配なことがあればお気軽にご
相談ください。※予約制
♥日時　12月17日㈭ 9時～ 16時
♥会場　八女市保健センター
♥日時　12月24日㈭ 9時～ 12時
♥会場　八女市保健センター

　心理士による個別相談です。対象者は
市内在住で、こころに悩みがある人です。
お気軽にご相談ください。※予約制
♥日にち　12月25日㈮♥時間　13時30
分～ 15時受付♥会場　おりなす八女研
修棟2階第5研修室

　妊娠20週以降の妊婦さんを対象に、妊
娠中の過ごし方、試食、相談を行います。
※要予約
♥日時　12月1日㈫ 10時～ 12時 
※受付9時30分～
♥会場　おりなす八女研修棟
♥参加費　300円　♥定員　20人

乳幼児心理相談

12
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込・問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３・１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

ベビーズクッキング

心理士によるこころの相談

マタニティ教室

里芋とひじきの和風サラダ

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

【材料】（4人分）　
◦里芋�140ｇ
◦塩�少々
◦芽ひじき（乾燥）�2ｇ

（または生ひじき�14ｇ）
◦梅干し�１個
◦みりん�小さじ１
◦だし汁�50ml
◦マヨネーズ�大さじ1
◦削り節�3ｇ（１袋）

【作り方】
① 里芋は皮をむき、塩を少々ふってもみ、流水で
ぬめりを洗い落とす。沸騰した湯に入れ、竹串が
スッと通るまで茹で、水気を切って粗くつぶす。
② ひじきは水で戻して水気を切る。鍋にAと共に
入れ、弱火で汁気がなくなるまで煮る。梅干しは
取り出して種を除き、ちぎって戻す。
③ ボウルに①と②を合わせ、かつお節とマヨネー
ズで和える。

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

55Kcal
1.5g
2.6g
6.0g

265mg
13mg
13mg
0.7mg

1.1g
1.3g

1人分あたりの栄養価

10
月
に
八
女
市
食
生
活
改
善
推
進
会

の
研
修
会
で
作
っ
た
レ
シ
ピ
で
す

里芋の選

び方と保

存方法

　里芋はふっくらと丸みがあり、表面に傷がないもの
を選びます。持った時にずっしりと重みを感じるもの
が良いです。また、冷蔵庫に入れると低温障害を起
こして早く傷みやすくなります。土がついたまま新聞
紙などに包み、風通しの良い冷暗所に保管しておきま
しょう。

Ａ
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「
市
の
取
り
組
み
に
対
す
る
総

合
的
な
納
得
度
」
に
つ
い
て
の
４
段

階
評
価
の
平
均
は
、
３
・
03
（
前

年
度
２
・
97
）
で
前
年
度
よ
り
０
・

06
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
概
ね
83
・

８
％
の
方
が
納
得
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
※
円
グ
ラ
フ
①
）

　納
得
度
が
高
か
っ
た
施
策
は
、

「
健
康
づ
く
り
・
医
療
体
制
充
実

（
３
・
65
ポ
イ
ン
ト
）」「
河
川
、
森

林
整
備
・
防
災
、
消
防
体
制
充
実

（
３
・
58
ポ
イ
ン
ト
）」「
自
然
環
境

保
全
・
ご
み
、
し
尿
処
理
・
公
害

防
止
（
３
・
55
ポ
イ
ン
ト
）」
で
し

た
。
一
方
、
納
得
度
の
低
い
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
か
ら
ポ
イ

ン
ト
が
改
善
し
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
市
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
な

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

（
※
表
①
）

ま
た
、
今
回
は
合
併
か
ら
５
年

が
経
過
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
新
八

女
市
と
し
て
の
一
体
感
、
合
併
後
の

ま
ち
づ
く
り
、合
併
後
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
、
合
併
に
対
す
る
満
足
度
を

調
査
し
て
い
ま
す
。

合
併
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
人
（
65
・
５
％
）

が
「
変
わ
ら
な
い
」
と
評
価
。
合

併
に
対
す
る
満
足
度
に
つ
い
て
は
、

満
足
し
て
い
な
い
割
合
26
・
９
％

に
対
し
て
、
満
足
し
て
い
る
割
合
は

37
・
1
％
で
し
た
が
、
一
体
感
に
つ

い
て
感
じ
て
い
る
人
は
全
体
の
20
・

3
％
と
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
※
円
グ
ラ
フ
②
～
⑤
）

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市
が
取
り

組
む
施
策
に
対
す
る
市
民
納
得
度

の
測
定
や
評
価
・
検
証
の
一
材
料
と

し
て
今
後
も
続
け
て
い
く
予
定
で

す
。
な
お
、
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご

意
見
を
業
務
の
改
善
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
企
画
立
案
の
情
報
と
し
て

活
用
し
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
概
要

合
併
に
つ
い
て
の
満
足
度
も

調
査
し
ま
し
た

重
要
度
・
納
得
度
と
も
に
第
１
位

「
健
康
づ
く
り
・
医
療
体
制
充
実
」

市
の
取
り
組
み
全
体
に
対
し
て
の

納
得
度
は
３
・
０
３

調 査 地 域 八女市全域

調査対象者 八女市在住の満
20歳以上の人

サンプル数 2,500人

抽 出 方 法 住民基本台帳か
ら無作為抽出法

回収数（率） 736人（29.4%）

実 施 期 間 平成27年7月

市では「市民アンケート」を通じて、市政に対する市民の評価を 4 段階評価により「納得度」「重要度」という
指標で表しています。市民のニーズや施策に対する評価を今後の行政サービス向上につなぎたいと考えていま
す。◦問い合わせ＝企画財政課企画政策係（☎２４・９００９）

満足している 6.0％

無回答など 4.3％ 満足していない 8.6％

市の取り組みに対する総合納得度合併についての満足度
円グラフ❷ 円グラフ❶

行政サービスに対する市民アン
ケート調査結果をお知らせします

納得できる
    17.1％

　　　　　  どちらかと言えば
　　　　　納得できる

        　   66.7％

どちらかと
言えば納得
できない

10.7％

納得できない 1.8％無回答など 3.7％

　　　　　　　　　　どちらかと
　　　　　　　　　　言えば満足して
　　　　　　　　　　いない
　　　　　　　　　18.3％

　　　　　　どちらかと
　　　　　　言えば満足している
　　　　　　31.1％

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　分からない
　　　　　　　　　　31.7％
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順位 納得度 前年度比 基本施策名（主な取り組み）
1 3.65 　0.02 健康づくり・医療体制充実
2 3.58 ▲ 0.01 河川、森林整備・防災、消防体制充実
3 3.55 0.00 自然環境保全・ごみ、し尿処理・公害防止
4 3.54 ０．０４ 防犯・交通安全・消費生活対策
5 3.48 0.02 高齢者福祉充実
5 3.48 0.05 しょうがい者福祉充実
7 3.46 ▲ 0.01 子育て支援充実
8 3.42 0.00 農業振興
9 3.39 0.03 地域福祉推進

10 3.38 ▲ 0.06 生活排水対策・下水道整備
10 3.38 ▲ 0.03 水源確保・上水道、簡易水道整備
12 3.36 0.00 学校教育充実
13 3.34 0.06 情報通信基盤整備
14 3.31 ▲ 0.03 道路、交通体系整備
15 3.26 0.01 定住自立圏構想推進
16 3.25 0.01 住宅供給推進
16 3.25 0.06 林業振興・水産業振興
18 3.24 ▲ 0.02 国民健康保険制度運営・生活保護適正運営
19 3.22 0.05 行政サービスの提供
20 3.20 0.07 健全な財政運営推進
21 3.19 ▲ 0.03 文化財保存、活用・文化振興
21 3.19 ▲ 0.01 景観保全・公園、緑地整備
21 3.19 0.07 企業誘致推進・伝統産業振興
24 3.18 0.05 観光振興
25 3.17 0.02 スポーツ振興
26 3.13 0.03 生涯学習振興
27 3.06 ▲ 0.04 新産業創出
27 3.06 0.04 土地利用・市街地整備
29 3.05 0.03 商店街活性化・商業振興
30 3.04 0.04 国際交流推進・平和意識高揚
31 3.01 0.01 地域コミュニティづくり
31 3.01 0.00 市民と行政の協働、情報共有
33 2.98 0.07 人権・同和教育推進
34 2.97 0.03 人権尊重・男女共同参画社会実現

重　
要

ま
あ
重
要

どちらかと言えば納得できる 納得できる

施策の納得度の 4段階評価平均値

4.00

3.90

3.80

3.70

3.60

3.50

3.40

3.30

3.20

3.10

3.00

2.90

2.80

2.70

2.60

2.50
2.50 2.70 2.90 3.30 3.703.10 3.50 3.902.60 2.80 3.00 3.40 3.803.20 3.60 4.00

市民の総合納得度
平均 3.03

重要度
平均
3.31

納得度平均
3.26 納得度➡

➡

重
要
度

人権尊重・男女共同参画社会実現

人権・同和教育推進

土地利用・市街地整備

健全な財政運営推進

住宅供給推進

定住自立圏構想推進

文化財保存活用・文化振興

企業誘致推進・伝統産業振興

行政サービスの提供

情報通信基盤整備

スポーツ振興

地域コミュニティづくり
生涯学習振興

国際交流推進・平和意識高揚

商店街活性化・商業振興

子育て支援充実

新産業創出

河川、森林整備・防災、消防体制充実

観光振興

高齢者福祉充実

市民と行政の協働、情報共有

国民健康保険制度運営・生活保護適正運営

自然環境保全・ごみ、し尿処理・公害防止

景観保全・公園、緑地整備

林業振興・水産業振興

水源確保・上水道、簡易水道整備

しょうがい者福祉充実
農業振興

防犯・交通安全・消費生活対策

学校教育充実

地域福祉推進

道路交通体系整備

生活排水対策・下水道整備
健康づくり・医療体制充実

納得度と
重要度の

4段階評価
散布図

表❶

　　どちらとも
　  言えない

   38.3％

　変わらない
　　　42.9％

　
　　変わらない

　　　65.5％

合
併
し
、
新
八
女
市
と
し

て
の
一
体
感
を
感
じ
る
か

合
併
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

合
併
後
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

どちらかと言
えば良くなっ
た11.1％

良くなった1.2％
無回答など　5.8％ 悪くなった　3.9％

どちらかと言え
ば悪くなった
12.5％

ある程度進
んでいる
26.2％

進んでいる
1.8％

無回答など 5.3％ 進んでいない 7.2％

あまり進んで
いない16.6％

どちらかと言
えば感じる
16.9％

感じる　3.4％

無回答など 2.7％ 感じない15.6％

どちらかと言
えば感じない
23.1％

円グラフ❸

円グラフ❹

円グラフ❺
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給
与
収
入
だ
け
の
人
で
、
所
得
税
が
給
与

か
ら
源
泉
徴
収
（
※
１
）
さ
れ
て
お
り
、
年

末
調
整
（
※
２
）
が
済
ん
で
い
れ
ば
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
中
途
退
職
な
ど

で
年
末
調
整
が
さ
れ
な
い
人
、
年
末
調
整
で

控
除
等
を
漏
ら
し
た
人
は
、
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
で
所
得
税
を
精
算
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
費
控
除
・
雑
損
控
除
・
寄
附

金
控
除
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
初

年
度
分
）
な
ど
は
、
年
末
調
整
で
は
所
得
税

の
精
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
確

定
申
告
が
必
要
で
す
。

《
※
１
源
泉
徴
収
》
勤
務
先
が
給
与
な
ど
を

支
払
う
際
、
所
得
税
額
を
そ
の
収
入
に
応
じ

て
計
算
し
て
給
与
か
ら
天
引
き
し
、
国
に
納

め
る
こ
と
。

《
※
２
年
末
調
整
》
勤
務
先
が
そ
の
年
（
１

月
１
日
～
12
月
31
日
）
最
後
に
給
与
な
ど
を

支
払
う
際
、
１
年
間
の
収
入
額
な
ど
か
ら
計

算
し
た
所
得
税
額
と
、
こ
れ
ま
で
源
泉
徴
収

し
た
所
得
税
額
を
比
べ
て
過
不
足
額
を
精
算

す
る
こ
と
。
扶
養
控
除
・
社
会
保
険
料
等
控

除
・
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
の
証
明
書
や
申

告
書
を
勤
務
先
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
パ
ー
ト
収
入
は
通
常
、
給
与
収
入
の
た
め
、

所
得
税・市
県
民
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
所
得
税
】　
国
に
納
め
る
税
（
所
得
税
）は
、

給
与
収
入
か
ら
給
与
所
得
控
除
額
（
最
低

65
万
円
）
と
基
礎
控
除
（
38
万
円
）
な
ど
の

所
得
控
除
を
差
し
引
い
た
残
り
の
額
（
課
税

所
得
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、パ
ー

ト
収
入
が
１
０
３
万
円
以
下
で
ほ
か
に
収
入

が
な
い
場
合
は
、
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
所
得
税
は
、
そ
の
年
（
１
月
１
日
～
12

月
31
日
）の
収
入
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
税
と
市
県
民
税
で
は
基
準
が
異
な
る

た
め
、
所
得
税
が
か
か
ら
な
い
場
合
で
も
市

県
民
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
表
１
）

【
市
県
民
税
】　
地
方
に
納
め
る
税
（
市
県
民

税
）
に
は
所
得
割
と
均
等
割
が
あ
り
ま
す
。

所
得
割
（
税
率
10
％
）
は
、
パ
ー
ト
収
入
が

１
０
０
万
円
以
下
で
ほ
か
に
収
入
が
な
い
場

合
は
、
か
か
り
ま
せ
ん
。
均
等
割
（
税
額
５

５
０
０
円
）
は
、
パ
ー
ト
収
入
が
93
万
円
以

下
で
ほ
か
に
収
入
が
な
い
場
合
は
、
か
か
り

ま
せ
ん
。
ま
た
市
県
民
税
は
、
１
年
間
（
１

月
１
日
～
12
月
31
日
）
の
収
入
を
も
と
に
計

算
し
、
翌
年
度
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
夫
婦
の
場
合
、
共
に
収

入
が
あ
る
場
合
で
も
、
所
得
要
件
を
満
た
せ

ば
、
配
偶
者
控
除
か
配
偶
者
特
別
控
除
の
ど

ち
ら
か
に
該
当
し
ま
す
。（
表
１・２
を
参
照
）

《
例
１
》
Ｂ
さ
ん
の
収
入
が
１
０
３
万
円
以

下
の
場
合

Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
控
除
＝
所
得
税
38
万
円
、

市
県
民
税
33
万
円

※
所
得
税
と
市
県
民
税
の
基
準
が
異
な
る
た

め
、
Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
控
除
に
該
当
す
る
場

合
で
も
、
Ｂ
さ
ん
に
市
県
民
税
の
均
等
割
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
例
２
》
Ｂ
さ
ん
の
収
入
が
１
０
３
万
円
超

１
４
１
万
円
未
満
の
場
合

Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
控
除
＝
０
円

Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
特
別
控
除
＝
Ｂ
さ
ん
の
所

得
に
応
じ
、
所
得
税
38
万
円
か
ら
３
万
円
ま

で
、
市
県
民
税
33
万
円
か
ら
３
万
円
ま
で

※
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
Ａ
さ
ん
の
合
計
所

得
金
額
が
１
千
万
円
（
給
与
収
入
で
約
１
２

３
１
万
円
）
を
超
え
る
場
合
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

給与収入 所得税
市県民税 所得税および市県民税 一般的な社会

保険（保険証）
※の扶養均等割 所得割 配偶者

控除
配偶者

特別控除

93万円以下

かから
ない

かから
ない かから

ない 受けられ
る

受けられ
ない

認められる
100万円以下

かかる
場合が
ある

103万円

かかる
場合が
ある

103万円超
130万円未満

かかる
場合が
ある

受けられ
ない

受けられ
る
※表２参照130万円以上

141万円未満 認められな
い

141万円以上 受けられ
ない

（表１）パート収入に関する所得税と市県民税

※社会保険（保険証）の扶養については一般的な例ですので勤務先で確認をお願いします。

（表２）所得額と配偶者控除・配偶者特別控除

Ｂさんの所得額 Ａさんが受けることができる控除額
所得税 市県民税

配偶者控除 380,000 円まで 380,000 円 330,000 円

配偶者
特別控除

380,001円～ 399,999 円まで 380,000 円 330,000 円
400,000 円～ 449,999 円まで 360,000 円 330,000 円
450,000 円～ 499,999 円まで 310,000 円
500,000 円～ 549,999 円まで 260,000 円
550,000 円～ 599,999 円まで 210,000 円
600,000 円～ 649,999 円まで 160,000 円
650,000 円～ 699,999 円まで 110,000 円
700,000 円～ 749,999 円まで 60,000 円
750,000 円～ 759,999 円まで 30,000 円

パ
ー
ト
収
入
と
税
、源
泉
徴

収
と
年
末
調
整
に
つ
い
て

給
与
収
入
が
あ
る
人
の
年
末
調
整
の
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。給
与
収
入
と
税
金
の
関
係
、

配
偶
者
控
除
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
市
民
税
係

　
（
☎
２
３・１
１
１
３
）

◉
年
末
調
整
で
控
除
を
漏
ら
し
た
ら

確
定
申
告
を

◉
パ
ー
ト
収
入
に
対
す
る
所
得
税
と
市

県
民
税

◉
配
偶
者
に
パ
ー
ト
収
入
が
あ
る
場
合

税
について学ぼう
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時
間
外
や
休
日
の
受
診
は
、
急

病
な
ど
や
む
を
得
な
い
場
合
以
外

避
け
ま
し
ょ
う
。
平
日
は
都
合
が

悪
い
か
ら
等
の
理
由
で
む
や
み
に

休
日
や
夜
間
に
受
診
す
る
と
、
緊

急
性
の
高
い
重
症
の
人
の
治
療
に

支
障
を
来
し
ま
す
し
、
医
師
の
負

担
に
も
な
り
、
時
間
外
の
割
増
料

金
で
医
療
費
が
高
く
な
り
ま
す
。

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

を
受
診
す
る
重
複
受
診
（
は
し
ご

受
診
）
は
、
医
療
費
の
無
駄
に
な

る
う
え
に
、
注
射
や
投
薬
の
重
複

で
副
作
用
が
出
て
、
体
に
負
担
を

与
え
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
国
保
年
金
係
の
職
員
と

保
健
師
に
よ
る
重
複
受
診
者
の
訪

問
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
体
調
が
悪
い
と
き
は
、
ま
ず
こ

こ
へ
」
と
い
う
気
軽
に
受
診
で
き

る
、か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。
か
か
り
つ
け
医
で
は
、

▽
受
診
手
続
き
が
簡
単
で
待
ち
時

間
が
短
く
、
丁
寧
な
診
察
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

▽
家
族
の
病
歴
や
健
康
状
態
を
継

続
的
に
把
握
し
て
い
る
の
で
、
適

切
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

▽
精
密
検
査
や
高
度
な
医
療
が
必

要
な
と
き
は
、
専
門
医
を
紹
介
し

て
も
ら
え
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

最
初
に
作
ら
れ
た
医
薬
品
（
先
発

医
薬
品
）
の
特
許
期
間
が
終
わ
っ

た
後
に
同
じ
成
分
・
製
造
法
で
作

ら
れ
た
薬
の
こ
と
で
、
開
発
費
が

低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

安
価
に
な
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
が
承
認
し
た
薬
だ

け
し
か
流
通
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

安
全
性
や
有
効
性
は
先
発
医
薬
品

と
同
等
と
い
え
ま
す
。

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に
、
家

計
に
も
や
さ
し
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
全
て
の
病
気
の
治
療
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
医
師
の
治

療
上
の
方
針
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
変
更
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
医
師
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

八
女
市
で
は
、
国
保
加
入
の

皆
さ
ん
に
処
方
さ
れ
た
薬
が
も
し

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
だ
っ
た
ら

ど
の
く
ら
い
医
療
費
を
節
約
で
き

る
の
か
、
割
引
率
を
お
知
ら
せ
す

る
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額

通
知
」
を
差
額
の
額
が
大
き
い
人

に
毎
月
発
送
し
て
い
ま
す
。

毎
年
特
定
健
診
を
受
け
て
、
病

気
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
病
な
ど
は
、
自
覚
症
状

が
現
れ
に
く
い
の
で
、
早
期
発
見

の
た
め
に
は
特
定
健
診
が
重
要
で

す
。
早
め
に
治
療
を
開
始
す
れ
ば
、

治
療
期
間
も
医
療
費
も
少
な
く
て

す
み
ま
す
。

医
療
費
の
高
騰
で
国
保

財
政
が
ひ
っ
迫
し
て
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
は
、
国
保
加
入
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
国
保

税
と
国
、
県
お
よ
び
市
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
等
を
財
源
と
し
て
、
そ
の
中

か
ら
病
気
や
け
が
、
出
産
や
死
亡
に
つ
い
て
必
要
な
給
付
を
行
う
制
度
で
す
。

し
か
し
、
医
療
の
高
度
化
に
伴
い
年
々
八
女
市
の
医
療
費
も
高
騰
を
続
け
、

平
成
24
年
度
以
降
は
皆
さ
ん
が
納
め
た
国
保
税
だ
け
で
は
医
療
費
を
賄
う
こ
と

が
で
き
ず
、
毎
年
度
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
と
、
平
成
26
年
度
は
さ
ら
に

平
成
27
年
度
の
予
算
か
ら
前
借
り
を
し
て
運
営
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
は
５
年
ぶ
り
に
国
保
税
の
税
率
を
上
げ
る
こ
と
で
対
応
し
て
い

ま
す
が
、
医
療
費
の
高
騰
は
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
さ
ら
に
保
険
税

の
税
率
を
上
げ
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
増
え
続
け
る
医
療
費
を
抑

制
す
る
た
め
に
、
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方
や
薬
と
の
つ
き
あ
い
方
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

今
、
本
当
に
受
診
が
必
要

で
す
か
？

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額

通
知
」
を
発
送
し
て
い
ま
す

健
康
維
持
の
た
め
に
毎
年

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保
年
金
係
（
☎
２
３
・１
１
１
６
）

か
か
り
つ
け
医
は

決
め
て
い
ま
す
か
？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
を
推
進
し
て
い
ま
す

ガン（14.4％）
9 億 5,633 万円

高血圧、脳梗塞、動脈硬
化等の循環器系（14.7％）
9 億 8,110 万円

精神､ 行動障害
　（14％）
　9 億 3,196 万円

骨折等外からの原因
による疾病（10.5％）
7 億 45 万円

虫歯、胃腸病、肝臓病
等の消化器系（10.4％）
6 億 9,294 万円

関 節 症、 腰 痛、
脊椎症等の筋骨
格系疾患（7.5％）
4 億 9,669 万円

その他の疾病
（22.6％）
14 億 6,716 万円

糖尿病を含む内
分泌、代謝疾患 

（5.9％）
4 億 2,857 万円

平成 26 年度の医療費総額
66 億 5,520 万円



　
の
モ
デ
ル
事
業
は
、
八
女
市

で
も
増
え
つ
つ
あ
る
空
き
家
を

「
ま
ち
づ
く
り
の
資
源
」
と
捉
え
て
、

ま
ち
の
再
生
や
地
域
の
活
性
化
に
役

立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。

　
今
回
採
択
し
た
の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
ん
ば
り
よ
る
よ
星
野
村
（
山
口

聖
一
代
表
）
が
取
り
組
む
「
奥
八
女

『
移
住
体
験・交
流
施
設
』
整
備
事
業
」

で
す
。
提
案
内
容
は
、
空
き
家
を
移

住
や
地
元
住
民
と
の
交
流
体
験
が
で

き
る
施
設
と
し
て
整
備
し
、
農
林
業

や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
空
き
家
再

生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
里
山
保
全
活

動
な
ど
の
体
験
の
提
供
、
空
き
家
情

報
の
集
約
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

等
を
行
う
も
の
で
、
そ
の
た
め
の
拠

点
と
な
る
空
き
家
の
改
修
費
用
を
市

が
補
助
（
５
０
０
万
円
を
予
定
）
し

ま
す
。
10
月
10
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

メ
ン
バ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
緒
に

な
っ
て
、
ま
ず
片
付
け
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
改
修
工
事
は
今
年
度
中

に
終
了
し
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
施

設
運
営
が
始
ま
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
事
業
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
団
体

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w.

facebook.com
/hoshinosien

）
で

お
知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
づ
く
り
・
文

化
振
興
課
地
域
づ
く
り
推
進
係

（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

　
平
成
22
年
に
合
併
し
広
域
と
な
っ
た
市
内
に
は
、
ま

だ
ま
だ
知
ら
な
い
「
よ
か
と
こ
」
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

地
元
自
慢
の
「
う
ま
か
も
ん
」
や
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で

知
ら
な
い
「
よ
か
と
こ
」
を
皆
さ
ん
で
め
ぐ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
今
回
は
、
立
花
エ
リ
ア
を
企
画
し
ま
し
た
。
ほ
か

の
エ
リ
ア
ツ
ア
ー
も
今
後
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

【
立
花
ツ
ア
ー
】

◦
対
象
者
＝
八
女
エ
リ
ア
に
お
住
ま
い
の
人

◦
場
所
＝
旧
大
内
邸
、
夢
た
ち
ば
な
ビ
レ
ッ
ジ
（
ミ
ニ
門

松
作
り
）、
大
道
谷
の
里
、
飛
形
山
な
ど

◦
実
施
日
＝
12
月
10
日
㈭

◦
集
合
場
所
＝
茶
の
く
に
観
光
案
内
所

◦
集
合
時
間
＝
８
時
45
分

◦
参
加
料
＝
３
３
０
０
円
（
昼
食
代
、
体
験
料
等
含
む
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
商
工
観
光
課

（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

◦
募
集
人
員
＝
20
人

◦
解
散
時
間
＝
16
時
30
分
（
予
定
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

※
詳
細
は
茶
の
く
に
観
光
案
内
所
に
チ
ラ
シ
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
都
合
に
よ
り
ツ
ア
ー
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
八
女
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
10
月
18
日
㈰
、「
上
陽

校
区
福
祉
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

住
民
流
福
祉
総
合
研
究
所
長
の
木
原
孝
久
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、「
ご
近
所
パ
ワ
ー
で
住
民
流・助
け
合
い
起
こ
し
」

の
演
題
で
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
人
の
お
付
き

合
い
の
習
慣
が
ご
近
所
の
助
け
合
い
を
阻
ん
で
い
る
こ
と

に
着
目
し
、「
お
付
き
合
い
革
命
」を
唱
え
た
内
容
で
し
た
。

①
日
本
人
は
、
な
か
な
か
ご
近
所
の
人
に
「
助
け
て
！
」

と
言
え
な
い
。「
助
け
て
！
」
と
言
え
ば
大
部
分
の
人
が

応
じ
て
く
れ
る
。
ま
ず
、
困
っ
て
い
る
時
は
「
助
け
て
！
」

と
声
を
出
そ
う
。

②
日
本
人
は
、
困
っ
て
い
る
人
の
面
倒
を
み
よ
う
と
す
る

と
「
で
し
ゃ
ば
り
！
」
の
声
が
周
り
か
ら
上
が
る
の
で
関

わ
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
地
域
に
は
、一
定
割

合
で
「
世
話
焼
き
さ
ん
」
が
い
て
「
で
し
ゃ
ば
り
」
と
言

わ
れ
て
も
く
じ
け
ず
に
活
動
し
て
い
る
。「
世
話
焼
き
さ
ん
」

の
素
質
は
、
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
気
に
な
っ
て
ご

飯
も
喉
を
通
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
人
の
こ
と
を
言
う
。

③
「
あ
な
た
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
す
る
」
と
言
え
ば

聞
こ
え
は
い
い
が
「
そ
の
代
わ
り
あ
な
た
が
困
っ
て
も
知

ら
な
い
よ
」
と

い
う
こ
と
。

　
講
演
会
に
参

加
し
た
人
か
ら

は
、「
高
齢
者
の

孤
立
化
を
防
ぐ

た
め
に
こ
の
地

域
で
も
、
世
話

焼
き
さ
ん
を
増

や
そ
う
」
と
い

う
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

空き家再生・活用
モデル事業を開始！
八女市では、平成 27 年度空き家再生・活用モデル
事業の選考会議を８月27日に開催し、提案事業１件
を採択しました。

八女の魅力再発見
八女よかとこツアー

八女エリアにお住まい
の人対象

ご
近
所
パ
ワ
ー
で
助
け
合
い
起
こ
し

立花
ツアー

わ
だ
い

旧大内邸

こ
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２
０
１
４
年
１
年
間
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
と
エ
イ
ズ
患

者
報
告
数
は
、
全
国
で
約
１
５
４
６
件
（
過
去
３
位
）
で
あ
り
、

前
年
の
１
５
９
０
件
か
ら
わ
ず
か
に
減
少
し
た
も
の
の
経
年
的

に
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

（
12
月
１
日
）
に
あ
わ
せ
て
、
多
く
の
人
に
相
談
・
検
査
を
受

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
休
日
エ
イ
ズ
相
談
検
査
を
「
無
料
・

匿
名
」
で
行
い
ま
す
。

　
検
査
当
日
は
、「
迅
速
検
査
」
を
行
い
、
通
常
１
週
間
か
か

る
検
査
結
果
が
約
１
時
間
程
度
で
分
か
り
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感

染
し
て
か
ら
、
エ
イ
ズ
を
発
症
す
る
ま
で
数
年
か
ら
10
数
年
と

個
人
差
が
あ
り
、
自
覚
が
な
い
ま
ま
に
、
さ
ら
に
感
染
を
広
げ

て
い
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。「
も
し
か
し
た
ら
」と
不
安
に
思
っ

て
い
る
人
は
、
こ
の
機
会
に
相
談
検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
12
月
5
日
㈯
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（
県
柳
川
総
合

庁
舎
２
階
・
柳
川
市
三
橋
町
今
古
賀
８
―
１
）

◦
検
査
項
目
＝
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
（
エ
イ
ズ
検
査
）

◦
料
金
等
＝
無
料
・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　

◦
受
付
＝
予
約
不
要
（
直
接
検
査
日
時
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生

課
（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
８
１
２
）

12
月
１
日
は

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
啓
発
週
間

覚
醒
剤・危
険
ド
ラ
ッ
グ
乱
用
防
止
月
間

◆
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
は
、
飲
酒
に
よ
る
健
康
問
題
の
ほ
か
、
家
庭

や
仕
事
、
社
会
生
活
で
重
大
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
高
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

◆
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
関
す
る
国
の
調
査
で
は
、
治
療
が
必
要
な
人

は
全
国
に
１
０
９
万
人
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
治
療

中
の
人
は
約
２
％
と
少
な
く
、
福
岡
県
で
も
依
存
症
者
や
未
治
療
者

の
数
は
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
「
飲
酒
を
自
分
の
意
思
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
な
い
病
気
」
で
す
。
し
か
し
、
適
切
な
治
療
や
自
助
グ
ル
ー
プ
へ
の

参
加
等
に
よ
り
、
回
復
可
能
な
病
気
で
す
。
ま
た
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
で
問
題
の
深
刻
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
お
酒
に
関
す
る
心
配
事
を
一
度
、
医
療
機
関
や
相
談
機
関
へ
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
７
６
）

　
10
月
1
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
２
か
月
間
は
、
覚
醒
剤
・
危
険

ド
ラ
ッ
グ
乱
用
防
止
月
間
で
す
。
覚
醒
剤
、
麻
薬
、
大
麻
、シ
ン
ナ
ー
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
等
の
乱
用
は
、
乱
用
者
個
人
の
心
身
を
蝕
む
ば
か
り
で

な
く
、
各
種
犯
罪
の
誘
因
と
な
る
な
ど
周
り
の
人
の
社
会
生
活
に
も

著
し
い
弊
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。
特
に
、
近
年
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
、麻
薬
や
覚
醒
剤
と
同
様
、大
変
危
険
な
薬
物
で
す
。

薬
物
乱
用
問
題
に
対
す
る
認

識
を
高
め
、
薬
物
乱
用
を
絶

対
に
許
さ
な
い
社
会
環
境
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（
☎

０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
１
１
）

11
／
10
～
16

10～
11月

か
た
く 

つ
よ
く 

結
ば
れ
て

第
63
回
全
国
地
域
婦
人
団
体
研
究
大
会
に
参
加
し
て

　「
歴
史
に
学
び
、
未
来
に
夢
を
馳
せ
、
や
さ
し
い
心
で

創
る
安
心
・
安
全
な
地
域
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
10
月
1

日
㈭
・
２
日
㈮
、
福
岡
市
で
全
国
地
域
婦
人
団
体
研
究

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。10
月
１
日
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
終
了
後
特
別
記
念
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。
講
師
は
、

元
消
防
庁
長
官
の
久
保
信
保
氏
で
す
。「
あ
の
東
日
本
大

震
災
の
恐
ろ
し
い
津
波
・
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
ら

な
い
。
ま
ず
第
一
は
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性
で
す
。
そ

し
て
自
助
・
近
助
で
す
。
訓
練
を
必
ず
実
施
す
る
。
住

民
に
情
報
を
知
ら
せ
る
。
避
難
道
路
・
防
災
無
線
・
地

域
で
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
こ
そ
が
地
域
婦
人
会
の
役

割
で
あ
る
」
と
久
保
先
生
も
声
を
大
に
し
て
私
た
ち
に
呼

び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
10
月
２
日
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
開
会

行
事
で
す
。
全
国
か
ら
２
千
人
が
一
堂
に
会
し
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
語
り
合
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
社
会
は
（
婦
人

会
）
会
員
減
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
現
状
に

悩
む
よ
り
も
っ
と
大
切
な
地
域
活
動
を
誇
り
に
生
活
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ
と
、
５
分

科
会
に
分
か
れ
て
研
修
し
ま
し
た
。
組
織
・
教
育
・
福
祉
・

環
境
・
歴
史
で
す
。
私
は
第
５
分
科
会
「
長
崎
街
道
シ
ュ

ガ
ー
ロ
ー
ド
の
旅
」
に
参
加
。
長
崎
～
小
倉
・
門
司
大
里

ま
で
約
２
３
０
㎞
あ
る
こ
の
旅
は
、
観
光
・
遊
学
・
お
も

て
な
し
の
道
で
も
あ
り
ま
す
。
飯
塚
の「
伊
藤
伝
右
衛
門
」

の
前
の
道
が
旧
長
崎
街
道
で
あ
り
、
塩
を
運
ん
で
や
が
て

砂
糖
に
な
っ
た
。
な
る
ほ
ど
有
名
な
お
菓
子
屋
さ
ん
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
銘
菓・名
物・美
人・新
し
い
出
会
い・

文
化
交
流
で
あ
る
ご
馳
走
の
心
を
今
に
伝
え
る
楽
し
い
研

修
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
来
賓
の
方
よ
り
、
励
ま
し
の
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
全
地
婦
連
の
歌
」
～
か
た
く

つ
よ
く
結
ば
れ
て
～
を
声
高
ら
か
に
歌
い
、
盛
会
に
終
わ

り
ま
し
た
。
　（
八
女
市
地
域
婦
人
会
　
野
間
口
幸
江
）
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福
岡
県
で
は
、「
子
育
て
女
性
の

た
め
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆
合

同
会
社
説
明
会
in
久
留
米
」
を
開

催
し
ま
す
。
地
元
求
人
企
業
か
ら

の
説
明
や
、
仕
事
探
し
に
役
立
つ

セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
27
日
㈮
10
時
～
14

時
（
13
時
30
分
受
付
終
了
）

◦
場
所
＝
久
留
米
市
役
所
２
階
く

る
み
ホ
ー
ル

◦
内
容
＝
⑴
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

①
「
マ
マ
が
輝
け
ば
子
ど
も
も
変
わ

る
」（
先
着
50
人
、事
前
予
約
優
先
）

②
高
感
度
ア
ッ
プ
講
座
～
印
象
の

良
い
表
情
や
メ
イ
ク
と
は

⑵
子
育
て
女
性
の
た
め
の
合
同
会

社
説
明
会
（
約
10
社
出
展
予
定
）

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
託
児
所
＝
無
料
、定
員
30
人
（
先

着
順
、
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

９
時
～
17
時

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
内
容
＝
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
ブ
ラ
ウ

ス
、
手
提
げ
袋
、
小
物
等
２
０
０

点
余
り
。
干
支
の
色
紙
・
ふ
き
ん

※
来
年
の
干
支
（
申
）
の
ふ
き
ん

作
り
も
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
高
塚
さ
し
こ
の
会

代
表
・
岡
田
さ
ん

（
☎
２
２
・
５
３
５
６
）

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、活
動
紹
介
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
譲
渡
相
談
会
、

わ
ん
こ
似
顔
絵
等
、盛
り
だ
く
さ
ん
。

わ
ん
こ
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
28
日
㈯
11
時
～
14

時
※
雨
天
中
止

◦
場
所
＝
市
民
の
森
公
園
（
筑
後

市
「
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
」
隣
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ド
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー

チ
ー
ム
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
末
吉
さ
ん

（
☎
０
８
０・４
４
２
８・７
３
４
８
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
子

育
て
女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
３
８
・
７
５
７
９
）

　
お
お
む
ね
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
求
職
者
を
対
象
に
、
２
日
間
か

け
て
、
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面

接
訓
練
等
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
受
講
後
は
、
専
門
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
１
対
１
で
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。（
費
用
無
料
、
要
予
約
）

◦
日
時
＝
12
月
８
日
㈫
、
９
日
㈬

10
時
～
15
時

◦
場
所
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女

◦
持
参
物
＝
履
歴
書
・
筆
記
用
具

◦
問
い
合
わ
せ
・
予
約
＝
福
岡
県

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
４
３
３
・
７
７
８
０
）

　
お
お
む
ね
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
求
職
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で

販
売
し
ま
す
。
出
店
者
随
時
募
集
。

◦
日
時
＝
11
月
22
日
㈰
９
時
～
12

時
　
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
11
月
28
日
㈯
14
時
～
15

時
30
分

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

◦
内
容
＝
「
が
ん
と
暮
ら
す
２
つ
の

ヒ
ン
ト
」
困
っ
て
い
る
現
場
を
再
現

し
ま
す
①
医
療
用
麻
薬
の
誤
解

②
在
宅
ケ
ア
を
受
け
る
た
め
の
秘

訣
／
話
者
＝
清
水
ク
リ
ニ
ッ
ク 

清

水
大
一
郎
さ
ん
、フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー

ジ
を
考
え
る
会 

岩
崎
瑞
枝
さ
ん
、

み
ど
り
の
杜
病
院 

原
口
勝
さ
ん

◦
問
い
合
わ
せ
＝
み
ど
り
の
杜
病
院

（
☎
２
３
・
０
０
０
２
）

◦
日
時
＝
11
月
27
日
㈮
～
29
日
㈰

子
育
て
女
性 

合
同
会
社
説
明
会

40
歳
か
ら
の
個
別
就
職
相
談

ふらっち広場からのお知らせ
八女市本村 425-61（☎ 24・3022） 
☀開館日＝火・水・木（10時～17時開
館）、土・日（10時～16時開館）
★外出「矢部まつり」
◦日時＝ 11 月 21日㈯ 10 時ふらっち広
場出発◦参加費＝ 100 円※要申込
★工作「おゆまるくんで遊ぼう」
◦日時＝ 11 月 28 日㈯ 13 時 30 分～
◦場所＝ふらっち広場◦参加費＝実費
★アダプテッドスポーツ 無料体験教室
◦日時＝12 月5日㈯ 10 時～ 12 時（9 時
30 分ふらっち広場出発）◦場所＝総合体
育館 2 階球技場◦参加費＝無料※要申込
※ふらっち広場は 13 時から通常開館
★外出「立花町　かがやき祭り｣
◦日時＝ 12 月 6 日㈰ 10 時 30 分ふらっ
ち広場出発◦参加費＝無料※要申込
★美アップ
◦日時＝12 月12日㈯ 13 時 30 分～◦場
所＝ふらっち広場◦参加費＝実費※要申込
■日曜日も近くに外出することがあります。
平日も工作・手芸等できます。

ほ
ほ

え
み地域活動支援センター

40
歳
か
ら
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

就
業
支
援

八
女
軽
ト
ラ
市

第
５
回
Ｄ
Ｏ
Ｇ
フ
ェ
ス
タ

高
塚
さ
し
こ
の
会
作
品
展

福
岡
緩
和
ケ
ア
研
究
会

お
知

ら
せ

　11 月 25 日㈬、全国瞬時警報シス
テム（J アラート※）を用いた情報
伝達訓練が全国各地域で実施され
ます。八女市ではこの訓練実施のた
め、午前 11 時ごろ、防災ラジオの
自動起動により大音量で「これはテ
ストです」という放送が流れますの
でお知らせします。※ J アラートと
は、地震・津波や武力攻撃等の緊急
情報を、国から人工衛星などを通じ
て瞬時にお伝えするシステムです。
◦問い合わせ＝防災安全課消防防災
係（☎２３・１７３１）

防災ラジオで
緊急放送の訓練を行います

11/25
㈬

これは
テスト
です

◦日時＝ 12月3日㈭～13日㈰
9時～17時（最終日16時）※月曜休館

◦場所・問い合わせ＝
　八女伝統工芸館
　（☎ 22・3131）

ミクロ工芸、べっ甲細工、河童
陶芸、木の器、竹ペン、鋏・包
丁等鍛冶作品、染色・図案、自
遊書等

1粒の米に般若心
経を五千文字も
書く、極小文字
世界ギネスブッ
ク公認記録保持
者石井岳城のミ
クロの世界と、工
芸士 仲間たち 8
人による実演と
作品展。

入
場
無
料

石井岳城と仲間たち
異色作家八人展
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契
約
社
員
で
あ
っ
て
も
、
１
年
以

上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
事
実
上
期
間
の
定
め
な
く
雇

用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
も
含
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
３
０
０
人
以
下
の

事
業
主
の
皆
様
は
努
力
義
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
女

性
活
躍
推
進
法
特
集
ペ
ー
ジ
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。http://w

w
w.

m
hlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/

bunya/0000091025.htm
l

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
労
働
局
雇

用
均
等
室
（
☎
０
９
２
・
４
１
１
・

４
８
９
４
）

　
在
宅
医
療
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

退
院
し
て
家
に
帰
り
た
い
が
ど
う

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
７
２
２
・
４
１
３
１
）

　
女
性
の
職
場
に
お
け
る
活
躍
を

推
進
す
る
女
性
活
躍
推
進
法
が
成

立
し
ま
し
た
。

※
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活

躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律

【
３
０
１
人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用

す
る
事
業
主
の
皆
様
へ
】

　
平
成
28
年
４
月
１
日
ま
で
に
、

①
自
社
の
女
性
の
活
躍
状
況
の
把

握
・
課
題
分
析
、
②
行
動
計
画
の

策
定
・
届
出
、
③
情
報
公
表
な
ど

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
※
）
労
働
者
に
は
、
パ
ー
ト
や

ま
す
。
再
就
職
専
門
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
１
対
１
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。（
費
用
無
料
、
要
予
約
）

◦
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
10
時
～
17
時

◦
場
所
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女

◦
持
参
物
＝
履
歴
書
・
筆
記
用
具

◦
問
い
合
わ
せ
・
予
約
＝
福
岡
県

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
４
３
３
・
７
７
８
０
）

　　
福
岡
県
警
察
で
は
、
犯
罪
の
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
心
の
ケ
ア

を
行
う
専
用
の
相
談
電
話
「
ミ
ズ
・

リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

女
性
臨
床
心
理
士
が
て
い
ね
い
に
お

聴
き
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で

あ
な
た
の
心
の
声
を
、
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

◦
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
相
談

電
話
「
ミ
ズ
・
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」

☎
０
９
２
・
６
３
２
・
７
８
３
０

◦
受
付
時
間
＝
月
～
金 

９
時
～
17

時
45
分
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　
借
金
な
ど
の
生
活
相
談
、
賃
金

未
払
い
や
解
雇
な
ど
の
労
働
問
題

等
の
相
談
に
、
司
法
書
士
が
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

◦
日
時
＝
12
月
５
日
㈯
10
時
～
15
時

◦
相
談
電
話
＝
０
９
２
・
７
２
２
・

４
１
３
１

年
末
年
始
・
困
り
ご
と
電
話

相
談
会

女
性
活
躍
推
進
法
が
成
立

在
宅
医
療
出
前
講
座

　旬の原木シイタケを
心ゆくまで堪能してくだ
さい。20 人募集。
　日時＝ 11 月 21日㈯
▽ 10 時～ほたると石橋
の館（上陽町）集合後
移動▽ 10 時 45 分～シ
イタケ狩り体験▽ 12 時
～昼食（シイタケの炭
火焼 BBQ）▽ 13 時 30 分～解散
　参加費＝大人 2500 円、小学生以下 1500 円
　服装等＝長袖・長ズボン・帽子・タオル・軍手・
汚れてもよい靴・雨具・飲み物
　　収穫したシイタケはお昼に炭火焼 BBQ で
お召し上がりください。シイタケ 500㌘のお土
産付き。※お子様にはシイタケの代わりにソフトクリーム
　申込・問い合わせ＝ほたると石橋の館
　（☎５４・２１５０）

シイタケ狩りin 上陽

犯
罪
被
害
者
相
談
電
話

「
ミ
ズ
・
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」　栄養・運動・休養について学びながら脳トレし

ませんか。継続して参加されることで、仲間もで
き楽しい講座です。１回だけの受講もできます。
◦対象＝認知症予防に関心のある人。事前申し
込みが必要。どの講座でも参加できます。
◦参加費＝無料
◦会場＝黒木支所大会議室
◦日程／内容＝
① 11月17日㈫ 14 時～15 時 30 分／テーマ「健
康運動指導士と一緒に楽しく運動をしよう」
講師：健康運動指導士　
② 11月24日㈫ 14 時～15 時 30 分／テーマ「食
事のポイントについて」講師：管理栄養士
③ 12 月1日㈫ 14 時～15 時 30 分／テーマ「認
知症予防としての睡眠対策～メリハリのある生活
がもの忘れ予防につながる～」講師：久留米大
学医学部神経精神講座　内村直尚教授
※保健師による「物忘れ」等に関する相談にも
応じますのでお気軽にお越しください。
◦問い合わせ＝介護長寿課高齢者支援係

（☎２３・１３０８）／黒木支所市民生活福祉課
生活福祉係（☎４２・１１１４）

げんき脳講座（黒木会場）
介護長寿課高齢者支援係（☎ 23・1308）

八女市献血推進協議会（☎ 23・5816）
献血にご協力ください

日にち 時間 場所
12/11

㈮
10:00 ～ 11:30 
12:30 ～ 15:30 おりなす八女

し
た
ら
い
い
の
？
自
宅
で
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
っ
て
ど
ん
な
も
の
が
あ
る

の
？
な
ど
。
南
筑
後
地
域
在
宅
医

療
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
や
婦
人
会
な
ど
地
域
の
集
ま
り

の
場
へ
、
在
宅
医
療
に
関
す
る
研

修
会
の
講
師
と
し
て
職
員
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。派
遣
料
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
（
☎
０
９
４
４
・

７
２
・
２
１
８
５
）

【お詫びと訂正】
11月中旬から送付されますマ
イナンバー通知カードの封筒の
差出人欄の一部に誤りがありま
したので、お詫びして下記のと
おり訂正いたします。

（誤）八女市役所？本庁市民課
（正）八女市役所　本庁市民課
◦市民課市民係（☎ 23・1115）
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■ 4か月さん集まれ（7月生まれ）
◦12/2 ㈬ 10:00 ～12:30 ／産後ヨガ
＆ランチ／飲み物・バスタオル持参、参
加費 350 円／要申込
■気がかりな子を持つ親の集まり（サー
クルあごら）◦12/9 ㈬10:00 ～12:00
■マタニティさん集まれ♪

「田中もと子先生のリラクゼーション＆マ
タニティランチ」◦12/8 ㈫10:00 ～
12:30 ／要申込／参加費有／託児有
■高田先生のおしゃべり会♪
◦12/11㈮10:00 ～12:00 ／講師＝高
田悦也さん／要申込／託児有
■パパ♥ママ集まれ！ 「みんなでハッ
ピークリスマス♡」◦12/20 ㈰ 10:00
～12:30 ／要申込／参加費有
■双子ちゃんの集まり（サークルミラクル
チェリー）※日程は広場にてご確認ください。

■プレママ＆ベビーサロン「木の実アー

ト」◦12/4 ㈮ 10:00 ～／要申込 10 人
／託児有／参加費 500 円
■エンジェルルーム 「ゆっくりカフェ・
おいしいお茶の入れ方」◦ 12/15 ㈫
10:30 ～／松本美紀子さん／参加費
300 円／要申込
■みんなであそぼう「ひだまりカルテッ
トコンサート」◦12/20 ㈰ 10:30 開場、
11:00 開演／要申込
■ハッピーバースデー 「山下照子さんの
お話」◦12/22 ㈫ 10:30 ～／要申込

■GOGO！カ～りる◦12/3 ㈭ 10:30
～移動図書館が来ます。図書館利用カー
ドをお持ちの人は持参ください。
■たまひよらいふ「北山保育所焼きいも
会参加」◦12/8 ㈫ 10:30 ～／限定親
子 15 組・要予約
■ともだちっていいな♪◦12/9 ㈬10:00 ～
■すてきな記念日♥◦12/16 ㈬ 10:30
～※誕生月者のみ要予約
■ハッピークリスマス＆おはなしレストラン
◦12/17 ㈭10:30 ～／子ども 25 人・要予約
■ドレミの森◦12/18 ㈮ 10:30 ～

■スマイル☆ＡＢＣ◦12/21㈪10:30 ～
■パネル～にゃ◦12/24 ㈭ 10:30 ～
■ふれんどぱーく◦12/25 ㈮ 10:30 ～

■みんなとあ・そ・ぼ！「親子 DE クリ
スマスクッキング」◦12/11㈮10:30 ～
12:00 ／材料費 300 円／要申込
■誕生日会とクリスマス会◦12/17 ㈭
10:30 ～ 12:00 ／サンタさんからのプ
レゼントがあるよ！／要申込

■ 10:00 ～ 15:00
▽矢部村集落センター12/1㈫、16 ㈬
■ 10:00 ～ 13:00
▽辺春コミュニティセンター 12/2 ㈬
▽井延公民館 12/3 ㈭
▽勤労青少年ホーム 12/9 ㈬
▽上陽公民館 12/11㈮
▽かがやき 12/14 ㈪
▽室岡公民館 12/17 ㈭
▽児童センター 12/18 ㈮

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 12 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問ふじの里（☎42・3301）

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

12月6日（日）
古賀泌尿器 馬 場 24・3121
みやざき内科 立花町 37・0008
城﨑歯科医院 筑後市 0942・53・8205
12月13日（日）
吉山クリニック 稲 富 30・2200
クリニックくろぎ 黒木町 42・0887
坂田歯科医院 筑後市 0942・53・7089
冨田眼科医院 本 村 23・3455
12月20日（日）
三浦医院 東京町 23・3928
しばた医院 上陽町 33・7373
みやぞの歯科医院 黒木町 42・3232
12月23日（祝）
吉田胃腸内科医院 室 岡 23・3806
今村循環器内科 黒木町 33・2115
おおくま歯科医院 立花町 22・3550
江崎耳鼻咽喉科 筑後市 0942・53・2347
12月27 日（日）
草場内科循環器科 納 楚 23・5171
後藤内科医院 上陽町 54・2221
おおぶち歯科医院 筑後市 0942・51・1551
12月29日（休）
山田医院 東唐人町 23・4853
冨田医院 黒木町 42・0173

吉田眼科医院 筑後市 0942・54・1888
12月30日（休）
古賀泌尿器 馬 場 24・3121
中島医院 黒木町 42・0235
12月31日（休）
吉山クリニック 稲 富 30・2200
中村内科医院 立花町 37・1601
まちの歯科医院 筑後市 0942・42・1515
永田歯科医院 宅間田 22・3511
1月1日（祝）
三浦医院 東京町 23・3928
林　医院 立花町 23・5557
ふじわら歯科医院 筑後市 0942・52・4067
森田歯科医院 山 内 24・3055
1月２日（休）
吉田胃腸内科医院 室 岡 23・3806
原　医院 黒木町 42・0336
城﨑歯科医院 筑後市 0942・53・8205
はら歯科クリニック 広川町 24・8363
1月３日（日）
草場内科循環器科 納 楚 23・5171
辺春診療所 立花町 36・0010
永田歯科医院 筑後市 0942・52・2133
姫野歯科医院 広川町 32・0155

12月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので電話で確認してください。✚
▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131

柳病院（吉田） 23・2176

川﨑病院（納楚） 23・3005

馬場病院（広川町） 32・3511

姫野病院（広川町） 32・3611

筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
（19:00 ～ 21:30）
［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）

［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付
（9:00 ～ 14:30）
【12月】6㈰ ・20㈰・23㈷・30㉁・31㉁
【1月】1㈷・3㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【12月】13㈰・27㈰・29㉁
【1月】2㉁
筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談
（19:00 ～ 7:00）

県指定健康相談事業者 ♯ 8000



広報やめ　2015.11.1515

11月・12月イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/
開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

11/21 ㈯ アイドルオーディションLIVE in  八女 はちひめ 13:00
（全席自由）1,000 円

( 当日500 円増 )
高校生以下無料

八女元気発進実行
委員会（事務局） 24・1238

12/5 ㈯
スマイルフェスタやめ 2015
講演会　講師：中山 節夫さん（映画監督）　
　　　　演題：「映画製作から学んだ人権」

ハーモニー 講演会
14:30

（オープニング 13:15）
無料

（事務局）
八女市教育委員会
人権・同和教育課

23・2074

12/10(木)

八女市家庭教育セミナー
講師：長阿彌 幹生（ちょうあみ みきお）さん
演題：「コミュニケーションの“ツボ” 教えます」
～親子の豊かなコミュニケーションを考えます～

はちひめ 19:00 無料 男女共同参画・
生涯学習課 23・1318

12/11(金) カンターレ・フォレスタ
フライデーナイト　オカリナコンサート はちひめ 18:30（全席自由）1,500 円

( 当日500 円増 )
八女オカリナ愛好会

（平川）
090・8625
1773

12/12 ㈯

男女共同参画啓発講座
講師：南野 忠晴さん

（大阪府立八尾北高等学校 家庭科教諭）
演題：「正しいパンツのたたみ方 !?」

はちひめ 14:00 無料 男女共同参画・
生涯学習課 23・1314

12/19 ㈯

八女市同研が贈る人権のひろば 2015
～いのちの煌めくひととき～
講師：KBCテレビ「アサデス。」の徳永玲子さん
演題：「アサの出会いから」 
演奏：Visions（ビジョンズ）のみなさん 
読み語り：「いのちをいただく」他      

ハーモニー 18:30 無料
八女市同研人権の
ひろば 2015
実行委員会

24・0107

12/23
(水・祝) ダンススクールＮＥＷ ＣＨＩＬＤＲＥＮＤ’Ｓ発表会 ハーモニー 14:00（全席自由）1,000 円 ダンススクールＮＥＷ 

ＣＨＩＬＤＲＥＮＤ’Ｓ（野口）
090・6899
6906

おりなす八女   イベント情 報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

12/6 (日)

11/29(日)

12/26(土)

12/13(日)

♦第１部　ポインセチアの思い出の曲
♦第2部　ミュージシャンの仲間とともに

(代表：穐田 あきた) ☎ 090・9471・0461主催・お問合せ：コーラスグループ ポインセチア

(事務局) ☎ 090・1080・0988主催・お問合せ：映画を楽しむ八女・筑後の会 ／「沖縄を考える」上映実行委員会

あの「標的の村」から2 年、三上智恵監督 最新作
■賛否を超えて、全体の問題として考えるきっかけとなることを上映目的とします。

～ロシアから現る驚愕の響き！研ぎ澄まされた鮮烈技巧～

2013年度キネマ旬報ベストテン・文化映画部門第1位

3 世代のリピーターを呼ぶ感動のオペラ！八女初公演♪

（全席自由) 一般 2,000円                                              

 大人 (高校生以上)1,200円 (当日300円増)  
（全席自由) 

（全席自由) 一般前売 1,000円 ( 当日300 円増 )                                             

 小人(４歳以上)800円(当日200円増)                                              

 中高生・障がい者 800円( 当日同額 )                                              
小学生以下無料                                              

（全席自由) 一般 2,000円                                              

〈曲 目〉

        ショパン：エチュード,スケルツォ

〈ものがたり〉

「マツユキ草が咲いた」

「しゅっぱーつ！」

わがままな女王の気まぐれからはじ
まったマツユキ草探し。むすめが森で
出会ったのは、12 人の月の精。
むすめは何をもらったか？ 
女王は何を学んだか…？

スカルラッティ：ソナタ
　 ハ イド ン：ピアノソナタ

リスト：ピアノソナタ
メフィストワルツ 他

〈ゲスト〉 八女ジュニア合唱団・平 洋子(ピアノ)・深町まどか(フルート)
関家真一郎(パーカッション)・久米詔子(エレクトーン)

 チケット発売中

 チケット発売中

 チケット発売中

 チケット発売中
高校生以下1,000円                                                                                          高校生以下 800円                                                                                          親子ペア2,500円                                                                                          友の会 1,500円                                                                                           

１5:00 開演

１4:00 上映

１5:00 開演

１4:00 開演
ハーモニーホール

ハーモニーホール（1回のみ）

ハーモニーホール

ハーモニーホール

セルゲイ・カスプロフピアノ リサイタル

コーラスグループ ポインセチア ウインターコンサート

オペラシアターこんにゃく座

結成20周年記念

C 2015『戦場ぬ止み』製作委員会

沖縄を考える上映会 vol.2



　

八
女
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
り
10
月

４
日
㈰
、森（
矢
部
川
源
流
）を
い
た
わ
り
、海（
有

明
海
）
を
守
る
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
矢
部
川
水
源
か
ん
養
地｢

源
流
の

森｣

を
守
る
整
備
奉
仕
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
筑
後
川
・
矢

部
川
の
分
水
嶺
と
し
て
希
少
な
峰
で
あ
る
福
岡

県
の
最
高
峰
・
釈
迦
岳
、
御
前
岳
連
峰
な
ど
大

切
な
自
然
（
森
と
海
）
を
次
世
代
の
子
ど
も
た

ち
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
７
０
０
地

区
・
第
７
グ
ル
ー
プ
の
参
加
者
約
80
人
に
加
え

て
、
地
元
矢
部
小
学
校
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

小
学
生
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、矢
部
川
源
流
地
域
（
御
側
地
区
）

の
良
成
親
王
御
陵
墓
の
あ
る
大
杣
公
園
周
辺
の

清
掃
を
行
い
、
最
後
は
記
念
植
樹
と
し
て
枝
垂

桜
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
お
昼
に
は
杣
の
里
特

製
の
田
舎
バ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
家
族
の
皆
さ
ん
、
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

八
女
市
矢
部
村
と
分
収
林
契
約

を
結
ん
で
い
る
八
女
高
等
学
校
の

生
徒
会
役
員
な
ど
23
人
が
参
加
し

10
月
15
日
㈭
、
間
伐
・
枝
打
ち
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

ス
ギ
林
に
入
り
、
不
慣
れ
な
が
ら

も
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
枝
を
払
っ
た

り
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
密
集

し
て
い
る
ス
ギ
を
切
り
倒
し
た
り
し

ま
し
た
。
足
場
が
悪
か
っ
た
り
密

集
し
た
林
中
で
思
う
よ
う
に
木
が

倒
れ
な
か
っ
た
り
と
四
苦
八
苦
す

る
な
か
で
、
木
を
育
て
る
事
の
大

変
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
ま
し

た
。
作
業
の
お
か
げ
で
、
ス
ギ
林

に
は
太
陽
光
が
差
し
込
み
、
生
徒

た
ち
は
達
成
感
を
噛
み
し
め
て
い

ま
し
た
。

　

今
年
も

矢
部
地
域

内
の
青
少

年
育
成
団

体
へ
、
日

頃
か
ら
安

心
し
て
住

め
る
地
域

づ
く
り
を

目
指
し
活

動
し
て
い
る
「
昇
盛
会
」（
谷
山
盛
男
顧
問
ほ
か
46

人
）か
ら
、総
額
10
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
は
今
回
で
６
年
目
と
な
り
ま
す
。
各
団
体
で
は
、

こ
の
寄
付
金
を
有
効
に
活
用
し
、
青
少
年
育
成
活
動

に
な
お
一
層
精
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

９
月
13
日
㈰
か
ら
10
月
３

日
㈯
に
か
け
て
立
花
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
立
花
町
行
政
区
・
ク

ラ
ブ
対
抗
野
球
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
チ
ー
ム
】
優
勝 

原
島
ク
ラ
ブ

／
準
優
勝 

高
山
・
仁
合
／
第

３
位 

下
辺
春
、
谷
川
ク
ラ
ブ

【
個
人
】
※
敬
称
略

最
優
秀
賞 

原
優
人
（
原
島
ク

ラ
ブ
）／
優
秀
賞 

髙
山
慶（
高

山
・
仁
合
）
／
敢
闘
賞 

月
足

勝
則
（
下
辺
春
）
／
敢
闘
賞 

平
島
拓
真
（
谷
川
ク
ラ
ブ
）

森
を
い
た
わ
り
、
海
を
守
る

矢
部
川
水
源
か
ん
養
地
「
源
流
の
森
」
を

守
る
整
備
奉
仕
活
動

矢
部
村
の
市
有
林
で

八
女
高
校
生
が
間
伐
・
枝

打
ち
体
験

役
目
を
終
え
た
仏
壇
に
感
謝
を

込
め
て

立
花
町
行
政
区
・
ク
ラ
ブ
対
抗
野
球
大
会
結
果

青少年育成団体に寄付をいただきました

　

八
女
福
島
仏
壇
仏
具
協
同
組
合
（
鶴

信
行
理
事
長
）
に
よ
る
仏
壇
供
養
祭
が
10

月
27
日
㈫
、
八
女
伝
統
工
芸
館
敷
地
内
の

仏
壇
記
念
碑
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
役
目
を
終
え
た
仏
壇
に
感
謝
し
供
養
す

る
た
め
同
組
合
が
毎
年
開
い
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
市
内
外
か
ら
12
基
の
仏
壇
や

仏
具
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
仏
壇

の
所
有
者
や
関
係
者
な
ど
約
40
人
が
出
席

し
、
読
経
が
流
れ
る
な
か
、
役
目
を
終
え

た
仏
壇
に
感
謝
し
祭
壇
に
手
を
合
わ
せ
て

い
ま
し
た
。
供
養
を
申
し
込
ん
だ
女
性
は
、

「
叔
母
が
亡
く
な
り
空
き
家
に
残
っ
て
い
た

仏
壇
を
供
養
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています
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